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令和元年度　特別養護老人ホーム併設地域包括支援センターふじ寿か園  ＰＤＣＡシート
 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
地域に必要な生活支援について連合自治会がアンケートを実施。結果としてボランティアセンターは必要だと思う人が多
かった。地域で必要な社会資源として、ボランティアセンターの立ち上げに連合自治会が中心となって動いている。また地
域も高齢化しており、老後に関して不安を解消していくために、エンディングノートを切っ掛けとして講座を開催していく。地
域特性として、福祉施設が多く、グループホームが中心となって、認知症の周知活動を行っている。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

山下安全・安心まちづくり委員会、生活支援推進員会に参加し、地域が課題としているささえあいバス、ボランティ
アセンターについて地区支援チームと共に後方支援をし、インフォーマルサービスの開発につなげる。

・エンディングノートの講座を通して、中山ケアプラザと共催し３回コースの講座を実施。
・地区内のサロンや老人会に向けて出前講座を実施

グループホームと協働事業として小中学校で認知症サポーター養成講座を実施。一般向けにはサロンで実施。山
下ふれあいまつりの継続実施を支援し、認知症についての周知活動を行う。

事例を用いて、ＩＣＦ（国際生活機能分類）の視点を学び、他の事例に役立てる。インフォーマルサポートの周知。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

令和元年度　特別養護老人ホーム併設地域包括支援センターふじ寿か園事業計画書・事業報告書（施設運営）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・市、区や関係団体の連絡会等での研修に参
加し、各職種に必要なスキルを学ぶ。
・公正、中立性の確保について、利用者へハー
トページ等を使用し情報提供を行い、本人が主
体となって選択できるように動く。

・緊急時対応マニュアルとしてファイルを作成。
利用者の急変時や事故への対応、災害時の
対応、苦情対応や個人情報に関してのマニュ
アルを作成し、ファイルとして確認できるように
している。
・法人が行う個人情報や人権などの職員研修
に参加し、伝達する。また、行政や市社協が
行っている研修へ必要に応じて参加する。



特別養護老人ホーム併設地域包括支援センターふじ寿か園

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

1 頭と体を使おう 22

２

包
括

1

高
齢
者

一
般
住
民

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

介護予防を含めた二次予防対象者の追跡と
活動。

介護予防関係の講座を行うとともに、地域の
住民が介護予防に取り組みを支援する。（脳
トレや体操・歌など）

3 介護者のつどい 25

２

包
括

1

高
齢
者

一
般
住
民

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

地区内の介護者の不安やストレスを軽減する
と共に、役立つ情報などを提供し在宅介護が
継続できるよう支援していく。又、介護者の思
いを受け止める場としていく。

地域の介護者に加えて、介護経験のあるボラ
ンティアを交えながら不安や悩みなど懇談会
を通して共有していく。介護に関する情報や、
自身の老後に向けての関心事などの情報共
有も行っていく。

認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー

プ
ホ
ー

ム

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

地区内の５か所の認知症グループホームと協
働し、認知症に関する啓発事業を行うと共に、
山下ふれあいまつりを通して世代間交流、地
域交流をする機会を持ち地域住民に対して認
知症の理解を深めてもらう。

・認知症啓発事業
地域で開催するキャラバンメイトの窓口になり、対象者
に合わせた講座内容を一般のメイトさんと共に企画、
実施していく。地域の学校などへは継続的に講座開催
ができるようにアウトリーチしていく。
・山下ふれあいまつり
多世代の地域住民と交流する機会を得ると共に、認知
症の方々やグループホームに触れて頂く事によって興
味をもって頂く。

2 グループホーム・包
括協働事業

24

２

包
括

5

地
域

5 介護予防「健康麻
雀」

27

２

包
括

5

地
域

一
般
住
民

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

山下地区の住人の健康維持を目的として、麻
雀を開催する。住民がお互いに助け合い、麻
雀で認知症予防ができ、また、認知症になっ
ても見守り合うことができる体制づくりを行う。

麻雀を木目的に、住民同士のつながりを持
つ。月２回（午前　初心者・午後は経験者で対
戦する）

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

定期的に関わりを持つ事によって、顔の見え
る関係を構築し児童民生委員と共に地域住
民が安心して生活できる街づくりを行ってい
く。

民事協の動きに寄り添いながら個人情報保
護法の講座提案や要援護者リストの提供を受
けての訪問の際のアドバイス（平成２９年度作
成の見守りガイドブックを活用）などを行って
いく。4 山下地区児童・民

生委員向け勉強会
25

２

包
括

5

地
域

7 山下ネットワークサ
ロン

27

６

共
催

（
２
と

３

）

5

地
域

一
般
住
民

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

山下地区のサロンがネットワーク化されること
により、高齢者の閉じこもり解消とともに、地
域の活性化を図る。

連合町内会で行っているサロンの確認、開催
支援、交流センターでの開催を行い、ネット
ワーク化を図る。また、マップを作成し、地域
の高齢者や地域住民に周知し、見守り体制の
構築につなげる。

一
般
住
民

1

優
先
的
に
取

り
組
み

平成１９年から地域住民の活動で週２回健康
体操を行ってきたが、回数が２回から１回に
減ってしまった。そのため、これを地域の自立
の機会と捉え、コグニサイズ等で講師が不在
でもできる態勢作りを行う。

２回のうち、１回は、講師がストレッチを行い、
もう１回は、コグニサイズを習得してもらい、地
域住民が自律して出来るようにする

6 健康体操 30

２

包
括

5

地
域

9 法律相談会

２

包
括

1

高
齢
者

一
般
住
民

2

発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

相談会を通して、法律や自身の権利について
学ぶ機会とする。

法律相談会を通して、自身の財産や相続に関
心を持って頂くと共に、後見制度の普及啓発
に努める。

一
般
住
民

1

優
先
的
に
取

り
組
み

認知症の方々が地域で安心して生活できるよ
う、地域住民による見守りや支援の輪を広げ
るための講座を開催する。

キャラバンメイトと協力して、連合自治会で
行っているサロンや地区内の小中学校に対し
て認知症についての理解と対応の仕方を学
ぶ。

8 認知症啓発講座 30

２

包
括

5

地
域

10

令和元年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年
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